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１.交通安全ニュース

２.危機管理意識を高めよう（１１）

３.飲酒運転の裏事情（５）

４.近日発刊商品のご案内

５.出版物のご案内

_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/

☆★☆*…*…*…*…*…*３月後半の暦*…*…*…*…*…*…*★☆★

●１８日（金）彼岸の入 

●２１日（月）春分の日

●２４日（木）彼岸明け 

●３月中旬　　平成22年中の30日以内交通事故死者数の発表（警察庁）

　　　　　　　平成23年使用交通安全年間スローガンポスター表彰作の発表

　　　　　　　（全日本交通安全協会・毎日新聞社） 

※詳しくはシンク出版のＷＥＢサイト「今月の運転管理」で紹介しています。

今月の運転管理・・・http://www.think-sp.com/%E9%81%8B%E8%BB%A2%E7%AE%A1%E7%90%86%E3%81%AE%E7%B4%

A0%E6%9D%90/%E4%BB%8A%E6%9C%88%E3%81%AE%E9%81%8B%E8%BB%A2%E7%AE%A1%E7%90%86/%E6%9C%88%E3%81%AE%E

9%81%8B%E8%BB%A2%E7%AE%A1%E7%90%86-2/

■交通安全ニュース　━━━━━━━━━━━━━━━━━━・・・・・‥‥

『平成22年中の人身事故発生状況』

　警察庁は、平成２２年中の交通事故発生状況についての分析をまとめ、２月

２８日に発表しました。

　既報のように交通事故死者数は４，８６３人、発生件数は７２万５，７７３

件で、負傷者数は８９万６，２０８人でいずれも前年より減少しましたが、年

齢層別みると若者の死傷者数は減少傾向、にあるものの高齢者は依然高水準に

あることなどが明らかになっています。 

続きはこちら・・・http://www.think-sp.com/2011/02/28/h22jinshinjikojyoukyou/

■危機管理意識を高めよう（１１）　━━━━━━━━━━━・・・・・‥‥

『土曜日の深酒が月曜日に響く』

　事業所でよく聞くのは、月曜日など休みあけに酒気残りで反応が出るケース

が目立つということです。

　しかし本人に聞くと、「前日の日曜の晩は飲む量を減らしたのに……」「１

０時までに切り上げたのに……」と意外な顔をすることが多いのです。

　本人は自分なりに酒量を控えたつもりなのに、なぜ酒気残りが発生するので

しょうか？それは土曜日の飲酒量に理由があります。

　



続きはこちら・・・http://www.think-sp.com/2011/02/28/doyoubinofukazake/

　

■飲酒運転の裏事情（５）　━━━━━━━━━━━━━━━・・・・・‥‥

　

『その９―自宅までタクシーで帰宅し上司を車で送る』

　Ｈ県Ｋ市の教育委員会の女性指導主事が、教え子の同窓会に出席した後、男

性教頭と一緒にタクシーに乗って自宅まで帰り、自宅からマイカーで教頭の自

宅まで送る最中に、民家の塀に衝突する事故を起こしました。

　宴会などが終わった後には、人の目もありタクシーなどで帰宅するのですが、

自宅に帰ってから運転する事例が後を絶ちません。

　理由としては、「少し休んだから」、「あまり飲んでいないから」などいろ

いろですが、これまでの例でもおわかりのように、たとえわずかな飲酒でも、

体内から完全に抜けるまでには相当な時間がかかります。

　自宅まで帰ってきてマイカーを運転するというのは、飲酒運転に対する認識

が非常に甘いとしか言いようがありません。

　また、今回の事例では、同乗した者の意識にも問題があります。同乗者は当

然飲酒運転を止める立場にありますので、酒を飲んでいる人が運転する車に同

乗すれば、同乗者の責任も厳しく問われます。

　

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+

　

『その１０―飲酒４時間後に運転して酒気帯び運転』

　Ｋ県Ｋ市の消防本部の職員が、自宅で３５０ミリリットル缶のビールを６本

を飲み、およそ４時間後にバイクで食事に出かけ、帰宅途中に信号無視し、パ

トロール中の警察官に呼び止められ、飲酒運転が発覚しました。

　この職員は、「４時間ほどたっていたので大丈夫だと思った」と話している

ということですが、飲んでいる量が多く、４時間くらいで抜けるアルコール量

ではありません。

　３５０ミリリットルのビール缶６本というと、全部で２リットル以上飲んで

います。５００ミリリットルのビールを飲むと、体内からアルコールが抜ける

までにおよそ３～４時間かかると言われていますから、２リットルですと１２

～１６時間程度かかります。

　飲酒後に運転する場合には、「時間がたっているから大丈夫」というように、

自分の都合のよいように考えがちですが、実際にはアルコールが抜けるまでに

は相当な時間がかかり、その間には飲酒の影響が残っていることを忘れてはい

けません。

　シンク出版では、飲酒運転の防止、飲酒習慣の見直しに最適な教育教材「飲

酒習慣の危険度をチェックしよう」を好評発売中です。

詳しくは・・・http://www.think-sp.com/%E5%87%BA%E7%89%88%E7%89%A9%E3%81%AE%E3%81%94%E6%A1%88%E5%

86%85/%E3%82%BB%E3%83%AB%E3%83%95%E9%A3%B2%E9%85%92%E7%BF%92%E6%85%A3%E8%A7%A3%E8%AA%AC/

■近日発刊商品のご案内　━━━━━━━━━━━━━━━━・・・・・‥‥

●教育用冊子

『「もらい事故」でもこれだけの過失がある



　～知っていますか？過失相殺率からみた「もらい事故」の実態～』

──Ｂ５判／１６ページ／カラー刷

──２１０円（税込・送料実費）

──表紙イラスト　奈路道程

──３月下旬発売予定

　シンク出版では、ドライバー、管理者の教育用冊子『「もらい事故」でもこ

れだけの過失がある」』を３月下旬に発刊いたします。

　本誌は、たとえ「もらい事故」でも、大きな責任が発生した事例を紹介し、

「事故は起こしても、もらってもいけない」という意識を高めることをねらい

としています。

詳しくは・・・http://www.think-sp.com/%E5%87%BA%E7%89%88%E7%89%A9%E3%81%AE%E3%81%94%E6%A1%88%E5%

86%85/

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+

●セルフチェックシリーズ３

『交差点事故の危険度』をチェックしよう～トラック編～

──Ｂ５判変形／８ページ／カラー刷

──２１０円（税込・送料実費）

──３月下旬発売予定

　交通事故の４割強が交差点内で発生しています。シンク出版では、「運

転者の『気づき』を促す教材」と好評のセルフチェックシリーズの第３弾

として、「『交差点事故の危険度』をチェックしよう～トラック編～」を

３月下旬に発刊いたします。

　交差点での「左折」「右折」「直進」における問題行動をチェックし、

ドライバーの行動改善を促す構成としています。

詳しくは・・・http://www.think-sp.com/%E5%87%BA%E7%89%88%E7%89%A9%E3%81%AE%E3%81%94%E6%A1%88%E5%

86%85/

■出版物のご案内　━━━━━━━━━━━━━━━━━・・・・・‥‥

●セルフチェックシリーズ２

『うっかり事故の危険度をチェックしよう』

──Ｂ５判変形／８ページ／カラー刷

──２１０円（税込・送料実費）

　うっかり事故の３大要因「先急ぎ運転の危険度」「わき見・漫然運転の危険

度」「思い込み運転の危険度」をチェックし、それぞれのアドバイスから自ら

の運転目標を考え、「うっかり」による事故を防止することをねらいとしてい

ます。

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+

●セルフチェックシリーズ１

『飲酒習慣の危険度をチェックしよう』

──Ｂ５判変形／８ページ／カラー刷

──２１０円（税込・送料実費）

　今年の４月から旅客、貨物自動車運送事業所では点呼時にアルコール検知器

によるアルコールチェックが義務付けられ、わずかでもアルコールが検知され



た場合には乗務することができません。

　そのため、ドライバーひとりひとりの飲酒量をコントロールすることが求め

られています。

　本冊子は、飲酒習慣、アルコール依存度、飲酒運転の危険度をチェックし、

行動目標を考えることで飲酒習慣を見直し、飲酒運転の防止を図ることをねら

いとしています。

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+

※出版物についての詳細は・・・http://www.think-sp.com/%E5%87%BA%E7%89%88%E7%89%A9%E3%81%AE%E3%8

1%94%E6%A1%88%E5%86%85/

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+

　事故防止メルマガ「Ｔｈｉｎｋ」やホームページ上の情報に対してご意見・

ご感想などがございましたら、下記メールアドレスまでご連絡をお願いいたし

ます。

※事故防止メルマガ「Ｔｈｉｎｋ」のバックナンバーはコチラから

・・・http://www.think-sp.com/%E4%BA%8B%E6%95%85%E9%98%B2%E6%AD%A2%E3%83%A1%E3%83%AB%E3%83%9E%E

3%82%AC-%EF%BD%94%EF%BD%88%EF%BD%89%EF%BD%8E%EF%BD%8B/

　本メールマガジンは、名刺交換をさせていただいた方々にも送信させていた

だいております。今後、メールマガジンの購読を希望されない場合は、お手数

ですが下記アドレスまでご連絡をいただきますようお願いいたします。

（平成２３年２月２８日送信）

※本メールは「ＭＳゴシック」などの等幅フォントで最適に表示されます。

■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□■

～人と車の安全な移動をデザインする～

シンク出版
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